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ボーリング柱状図
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標
 
 
尺

(m)

標
 
 
高

(m)

層
 
 
厚

(m)

深
 
 
度

(m)

柱
 
 
状
 
 
図

土
 
質
 
区
 
分

色
 
 
 
 
 
調

相
 
対
 
密
 
度

相
 
対
 
稠
 
度

記
 
 
 
 
 
事

地
層
岩
体
区
分

孔
内
水
位
(m)

測
定
月
日

標　準　貫　入　試　験

深
 
度

(m)

10cmごとの
 打撃回数

0

10

10

20

20

30

打
撃
回
数

貫
入
量

(cm)

原位置試験

深
 
度

(m)

試    験    名
および結果

試料採取

深
 
度

(m)

試
 
料
 
番
 
号

採
 
取
 
方
 
法

室
 
内
 
試
 
験

掘
 
進
 
月
 
日

0 10 20 30 40 50

N            値

1

2

3

4

5

140.56 0.60 0.60
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(CHS-G)

138.91 0.80 2.25
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(M-G)

138.31 0.60 2.85
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(CH-G)

136.51 1.80 4.65
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135.86 0.65 5.30
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粘土が混じる礫からなる。
φ0-300mm程度の岩砕である。

0.6～0.95mは火山灰質である。
0.95～1.45mは礫と砂質粘土の互
層状態である。
有機物が混じる。

φ10～50mm程度の亜角が混じる
。
下部程礫が少ない。

火山灰質の粘性土である。
下部はφ10～60mm程度の亜角礫
が多い。

礫混じり粘土状のコアとなる。
コアは指先で容易に砕ける。

コアは100%採取されるが、亀裂が
多く角礫状となる。
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